
ホド、口フスキーにとって、演劇とは決して舞台の上にとどまるもの

ことになったoそれ見たことか、という人も多かったろうoだが、そうした

『工ル・トポ』と『ホーリー・マウンテンJ というこ本の傑作により、力ル

62年にはスペインの映画監督フ工ルナンド-アラパル、フランス

か、そしてそれがいかに頓挫することになったかはフランク.) \ヴ‘イツチ

ても無謀なオールスター超大作は誰もが予想したように空中分解する

監督のドキュメンタリー『ホドロフスキーのDUNEj に詳しし1。どう考え

シュルレアリストたちが老いて保守化していると考え、シュルレアリ

スム本来の攻撃性を取り戻そうとしたのだ。 1965年のパリ自由表

画化にとりかかる。この奇跡の映画がいかなるものとなるはずだった

の次の作晶としてフランク・八一パートの『テ‘ユ-ン/砂の惑星』の映

たのだ。ホド口フスキーの映画もまた現実を撹乱する。だが、そのこ

ではなかったo街頭パフォーマンスと演劇のあいだ、に違いはなかっ

パフォーマンス・グループを結成する。ブルトンとの出会いから元祖

ホドロフスキーはハプニング、によって現実を撹乱しようとするo

とはどこまで理解されていただろうか。

マンスによって抗議電話の嵐を巻き起こしたo シュルレアリストたる

て、裸になって鞭打たれるパフォーマンスを演じた。メキシコでテレビ

現祭では、ホド口フスキーは蛇を胸に貼りつけ、ガチョウの首を切っ

人作家ローラン・トポールとともに、 r) \二ック・ムーブメント」なる

出演したときには大ハンマーでグランド、ピアノをぶちこわすパフォー

卜映画監督としての地位をゆるぎないものにしたホドロフスキーは、そ

メキシコ演劇の最前衛として活躍して年にわたっレ、 (~l~'

そもそも映画を撮りはじめる前、ホドロフスキーは舞台演出家と

ついにその映画が日本で見られる日が来たとき、観客が自にしたの

れない。そもそもホドロフスキーは映画マニアが高じて映画を作り

『工ル-トポ』だった。だからこそ一部に熱狂的なファンを作りつつ、多く

によって現実を撹乱する。

フスキーはシユルレアリスムの影響を受けた「前衛演劇」なる劇団を

スキーにはいくつもの顔がある。

きた。ベケットやイヨネスコ、ジャリなどの戯曲のほか、ウィルヘル

ホド口フスキーだが、映画は広汎な活動の一部でしかない。ホドロフ

して知られた名前だった。 1960年にメキシコに渡つてのち、ホド口

ような映画だと言える。映画こそが至高のメディアである、と語る

ム-ライヒを原作にした自作の芝居も演出したという。

アレハンド口・ホド口フスキーとは何者かつ

fホーリー・マウンテン』が紹介されても、その評価は変わらなかった。

シュルレアリストたるホドロフスキーはハプニング

f工jレ・トポJ がはじめて日本で紹介されたとき、それは「ジ、ヨン・レノン

映画だけを見ていたならば、その答えは永遠にわからないかもし

ど何も知らなかった野蛮人がはじめて手にしたカメラで、撮ってみた

ホド口フスキーとは何者であり、なぜ‘こんな不思議な映画を作ったのか。

はじめるタイプの映画監督では芯い。むしろそれは映画の作り方な

も認めたフリーク総出演の力ルトムービー」だ、ったoメキシコの無名監

聖者として再生する。哲学映画というには俗すぎるし、娯楽映画と呼ぶ

続けている。ジ、ヨン・レノンも惚れこんで、配給権を買ったというo 中身

の困惑した反応を呼び起こしたのである。さら芯る本格的魔術映画

てのガンマンを皆殺しにし、砂漠の最強者となるものの、すべてを失い

督が作った哲学的な内容の映画がニューヨークで力ルト的なヒットを

は形市上的西部劇とでも言うべき映画だったo黒づ、くめの殺し屋は名う

には謎だらけだ。一口では阻閣できない謎に満ちた巨大作品。それが

は見られぬまま、“ホド口フスキー"というエキゾチックな名前だけが世

に広まっていった。

哲学映画というには俗すぎる、娯楽映画と呼ぶに

は謎だ5け。

みせたのだ。ホドロフスキーは魔術師である。無から有を生みだし、見る

た。ホド、口フスキーは儀式によって現実を自分の願うようにねじ曲げて

た。つまり「勝利」を追い求め、最後にはそれに追いついてつかみとっ

キーは「勝利」の名を持つ四頭立ての馬車を借りあげ、その後を走つ

も適用される。メキシコかうパリへと旅立つにあたって、ホドロフス

がサイコマジ、ツクなのだoホドロフスキーの魔術はもちろん自分自身に

するo冗談のような儀式行為によって無意識を欺き、希望を実現するの

ボクシンク‘の優勝カップを置いてから仕事にとりかかれ、とアドバイス

た学位証書の模造品を本物より大きなサイズで作り、額装した下に

を十枚コピーして、毎朝緑色の粘土で足の裏に写真を貼り付けるよう

に命じる。あるいは、進路への迷いを感じている若者には、取れなかっ

をチリに残してきたことへの罪悪感が根底にあると考え、母親の写真

である。たとえば足の指のあいだにイポができた友人に対しては、母親

ジ、ックは、ロールブレイングと精神分析を合わせたような自己改革療法

キーは心理療法を考案する。ホド、口フスキーが呼ぶところのサイコマ

などにとりくんできた。タロット-リーテ、イングのかたわら、ホドロフス

コミック作家として創作を発表するかたわら、タロットや禅、また摂想

行為である。ホドロフスキーは詩人、演出家、パフォーマ一、映画監督、

イメージ、によって現実に変化を引き起こす、それは魔術と呼ばれる

ホドロフスキーとは何者なのかつ

コミックなら映画の莫大な予算がなくとも壮大な宇宙を描くことが

者を舷惑し、奇跡を引き起こす。それがホドロフスキーの芸術なのだ。

魔術師ポドロフスキー

ホドロフスキーのイメージ喚起力はいささかも衰え芯い。ホド口フス

の代替物でもないし、読み捨ての娯楽にもなりえないのである。

キーのコミックは次々に現実を貫くイメージ、をくりだす。決して映画

レアリストとしての夢想がもっとも鮮烈に発揮されたのはコミックに

領域にまで性的夢想をさまよわす。たぶん実写では決して実現でき

ない(生々しすぎて、まったくの別物になってしまう)し、詩よりもはるか

おいてかもしれない。メビウスとの共作『天使の爪J はときに危険な

無かう有を生みだし、見る者を舷惑し、奇跡を

引き起こす。

に鮮烈なイメージを伝えてくれる。メビウス以外の画家との共作でも、

キーはもともと詩人として創作活動をスタートしたのだが、そのシユル

できる。とはいえ、それは単たよる映画の代替物ではない。ホドロフス

なのだと言える。

畢生の大作『テ、ユーン』が頓挫したのち、ホドロフスキーは『テ、ユー

ミックを描きはじめるo実際|こは、ホド口フスキーはメキシコ時代からコ

ミックを手がけていたはいたが、本格的なコミック作家となるのはメビ、

台にしたシリーズ『メタ・バロンの一族』は、未完成に終わった『テ、ユー

ン』の脚色からアイデアを借りて描かれている。『テ、ユ-ンJ では実現で

きなかったことを、コミックのかたちで世に送り出したのが『アン力ル』

柳下毅一郎(映画評論家・特殊翻訳家)

ウスとの共作『アンカjりからである。『アンカル』、そして同一宇宙を舞

ン』製作時のパートナーだったフランスのBD作家メビ、ウスとともにコ

詩よりも鮮烈なイメージを。メビウスとの共作

けてジ力ルJ で本格的にコミック作家ヘ。

作るつもりだったのだ。それが可能だったかと、うかは問題ではない。

て比聡的な意昧ではない。文字通りの見るド、ラッグをホド、口フスキーは

を変える映画にするつもりだった」とホド口フスキーは言う。それは決し

漫画家ボドロフスキー

はなかったし、実際作れはしなかったろうo rテ‘ユーンJ は「見た人の意識

大作エンターテイメントなど、ホドロフスキーには最初から作るつもり

ければならないのだ(ちょうど『工ル-トポJ が力ル卜映画として多くの人

て、映画はただの映画ではない。それはつねに人生を変える経験でな

反応は根本的に誤っていると言わねばならない。ホド、口フスキーにとっ

生の道筋を変えたように)。だから普通のSF映画、ホリデーシーズンの



TEXT:原正人(翻訳家)

『天使の爪j Gri汗es d'ange

アレハンドロ・ホドロフスキー作、メビウス蘭、飛鳥新社

サディスティックな性的衝動|こ'悩むメビウスを癒す

ために一種の治療として作られたという作品。メビ

ウスが描いたさまざまなエロティックな絵をもとに

ホドロフスキーが 1 つの物語を紡ぎ出す。その結果

できあがったものは、父の亡霊に呪縛されるある少

女の変容を語った、猿雑で、街学的で、時に霊的です

らある実に不思議芯作品であった。マックス・エルン

ストなどの超現実主義をも街衡とさせる形而上学

的ポルノグラフィー。

『テクノベール(仮 )j LesTechnoperes

アレハンドロ・ホドロフスキー作、ゾラン・ジャニ工トフ圏、

発行:ユマノイド/販売:ピエ・ブックス、 2014 年8月刊予定

fアンカル j では、科学技術を操り、宇宙を牛耳ろう

とする悪の宗教集団として描かれていたテクノ。そ

の老教皇アルビノの来歴と彼の家族の運命を諮る

一大叙事詩。両親から愛され芯い子供、内なる老賢

者芯ど、自伝 fリアリティのダンス j と共通するモ

チーフが散見され、ある意味自伝色の強い、ファン

注目の作品である。この作品 lζ 続昔、 11 月に|誌南米

のある街を舞台にしたアクション fファン・ソロ

(仮 )J も翻訳される予定。

Mceblus&Jodorowsky.I ・ Incal ， versionolassiQue© しes Humano ・ides Associes.SAS.Paris , 2010

。2014 Humanoids.Inc.LosAngeles

『アンカル j L'lncal

アレハンドロ・ホドロフスキー作、メビウス圏、小学館集英社プロダクション

ホドロフスキーとメビウスの名をバンド・デシネ界で

¥P'呑惣不動のものにした SF の古典的作品。謎の物体アン
~1~ ゑ引-~~弐』

沼会;iJ. Lぶ#斗ぷ〉工、兵力ルと出会ったタ.メ探偵の主人公は、知らす知らす
よ払 )?if f""·j ザ盛鞠持均三斜

協輸品説撤収槻!のうちに世界を救う冒険に巻き込まれることにな
込必ミ d

r(\.~ I，，;る。作者は fテ‘ユーン jの準備段階で得た富を惜しげ

も芯くこの作品に注ぎ込んでいる。今の時代から見

ると、多少古臭く思われる箇所もないではないが、

第5章、第 6章などは、ホドロフスキー好きにはたま

らない展開だろう。

ンタビ、ユーより)などと奮っていたりもするのだが、とれはホドロ

フスキー流の笥晦と言うべきで、フランスでは彼の原作になる作

品が長短合わせて 30 シリーズ以上も出版されているのである。

しかも、驚くべきことに、彼は 85 歳を迎える今年なお、複数のタ

イトルを並行して書き続けている現役パリパリの原作者なのだ!

『ホドロフスキーの OUNEj に続き、新作『リアリティのダンス j

が上映されるとのホド口フスキー・イヤーに、ぜひ彼のバンド・デ

シネも読んで、さらに彼を知っていただきたい。幸い今年はホドロ

フスキーがバンド・デシネ作家のキャリアをスタートしたユマノイ

ドが日本に上陸し、彼の作品を次々と刊行していく予定である。

投影されているに違いない。

『メタ・バロンの一族 j LaCa拘蜘 M伽barons
アレハンドロ・ホドロフスキー作、ファン・ヒメネス菌、上・下、小学館集英社プロダクション

宇宙ーの殺し屋メタ・バロンを主役に据えた fアン

カル jのスピンオフ的位置づけの作品。必ずしも『ア

ンカル j を読んでおく必要はない。歴代メタ・バロン

とその伴侶たちの過酷芯運命がまさにバロック的

筆致で綴られる。おそらくホドロフスキー原作作品

の最高傑作の 1 つだろう。ファン・ヒメネスによる驚

異の作画も必見。歴代メタ・バロンのすさまじい親

子関係にはホドロフスキーの父八イメとの関係性が

フン・マンジェル氏のスキゾな置険(冊 j 帥lie duS帥Creur
アレハンドロ・ホドロフスキー作、メビウス画、

発行:ユマノイド/販売:ピヱ・ブックス、 2014 年6月刊予定

アラン・ザ力リー・マンジエル氏はソルボンヌ大学の

哲学教授。)I槙風満帆だった彼の生活にある日突然破

滅が訪れる。妻に三行半を突きつけられ、キリストと

聖ヨハネの復活を信じる頭のおかし芯女学生に追

い回され・.....。女学生エリザベスに振り回されるま

ま、思いもよらぬ事態に巻き込まれていくアランは、

やがてその一連の狂気が彼を教いへと導くことを

知る。聖ホドロフスキーと聖メビウスによるいとも神

"性"なる福音書。

Gimenez&Jodorowsky, LaCastedesMetabarons, ｩLesHumano'idesAssocies.SAS-Paris , 2012

『猫の目 j LesYeuxduchat

アレハンドロ・ホドロフスキー作、メビウス画、竹書房

ホドロフスキーの記念すべきバンド・デシネ第 1 作。

作画はもちろんメビウス。基本 l 枚絵の連続で構成

されており、永遠に古びないメビウスの作蘭をじっ

くり堪能できる。日本のマンガが散文だとすれば、こ

れは詩である。幻の映画 fテ‘ユーン J から f猫の目 j ま

で、 2人の簡に働いた「魔法の力 jについてはぜひホ

ドロフスキー自身による序文を読んでいただきた

い。時代の熱が伝わる、実にすばらしい文章である。

ホドロフスキー・ファン怒ら、彼が映画監督であるだけでなく、

マルチに活躍するアーテイストであることは既にご存じだろう。劇

作家、俳優、小説家、詩人、タロットカード‘研究者、サイコマジシャ

ン…、マルチにもほどがあるというか、最近ではツイッタ一本まで

出す始末である。日本では広く知られていない彼の重要な活動

の 1 つにバンド・デシネ(フランス語閣のマンガ。略して SO とも)

の原作がある。映画『デューン J の企画が頓挫したあと(その経緯

については『ホドロフスキーの OUNEj を見るべし!)、彼はバンド・

デシネ原作者として精力的に作品を発表してきた。「私は金を稼

ぐために SO を書き、金を失うために映爾を撮る J (r天使の爪j イ

フランク・八一パートの fデユーン/砂の

感麗jを原作!こ、サルパトール・ダリから

オーソン・ウェルズまで、ありとあらゆる

者爆発物を混ぜこんで「見る人の精神を変

容させる映簡Jを作ろうとした。「映画史上

もっとも有名な作られ私かった映画jと

怠った顛末はfホドロフスキーのDUNEJ

(フランク・パヴイツチ監督)で諮られる。

jSantaS叫re

サーカスを襲台!こした血まみれのメロド

ラマ。サーカスで育った少年フェニックス

fa:父の浮気と、それにはじまる父母の喧

嘩で母が傷つけられるのを目撃し、深い

トラウマを抱く。フ Uークや身体損傷

カーニバルといったホドロフスキーお得

198 e.: 1イ利:xI 113 分fカラーハ 6:9 f11 ンタザ万レ岨意のテーマが明快拡復鎗物語の枠にき
高崎自<H O二コーマスタ h・デラックスエディション >J81u ・ray&

OVO 鱒禽ゆ発信接販:八ピネット (c)INTEASOυNO れいにおさまっている。
PRQOUCTlONSS.r.l.1989.ALLRIGHTSRεsεRVEO.

jLadanzadelarealidad

ホドロフスキー自身の自伝を脚色した自

伝的映髄。チリの炭鉱町で元オペラ歎手

の母と a君のような父親の元で育った天

使のよう砿少年ホドロフスキーはさまざ

ま芯驚巽を目撃する。マジック・りアリズ

ムによって語られるホドロフスキーの少

2013 年/チリ・フランス /130 分/カラー/ 年時代は、人生と世界と芸術は不可分で

1:1.85 7月公開予定 あるととを今一度力強く蜜奮する。

1970 年に会関されるやミッドナイト・

ムービーでのロングラン・ヒットと怒り、ホ

ドロフスキーの名を高めたアシッド・ウエ

スタン。黒づくめのガンマン、エル・トポは

砂漠にいる四人の名手を卑劣芯手段で殺

し、砂漠で最強の刀ンマンと芯るが・・・・・セ

1970 年/アメ υ弘メキシ =νl24 分/カラー戊タンダード ルジオ・レオーネの色濃い前半から打つ
r却し・トポト ωυ マスター制 Btu-r ay &O VD 発売ゆ

品販:八回仲間部 07ABK ∞制 Ima て変わって後半は宗教的救済に向かう o

カ4

術的拡 f鳴の錬成 j砿のである。

IyMountsi

fエル・トポ j以上に禽括的な物騒であり

ホドロフスキ一般翻中ではもっとも魔術

的思考!こ忠興砿一本。“泥棒"と呼ばれる

婦が.錬金術櫛"の導をきにより七人の成

功舗と出会う骨彼ら l~ 不死を得るための

修行をし J襲山ロホーリー・マウンテン j

do

f峡踊作りのことは何も知ら拡いまま作り

はじめた jとホドロフスキーが癒る接編第

一作。フエルナンド・アラパールの同名戯

曲を原作に、下半身麻郷した恋人リスを連

れ、すべての謹みがか砿うタールの衡を

めざして荒野をゆくファンドはさまざまな

Jモノクロパ倒 怪異!こ遭遇する。初上映時には犠動軒 l

寸問 rJ出怖を起 ζし、メキシコでは上映禁止と怒った。

インドを舞台に、患と少女の交流を描く

動物峨髄。見事拡牙をもち、 Tusk( 牙)と

名づけられた象とともに成捜した架部人

の娘エリスは、やがて識と不思織拡鮮を

感じるように怠る。だが貧微絃人間 f~

次々 に箆太議の見事拡，.牙を狙い…...

1/1978 年/フランス /119 分/力何十頭もの畿が大製造する撤狩り場翻

f~壮大紘スベクタク Jレになっている。

ピーター・オトウールとオマー・シャリフと

いう fアラビアのロレンス jの共演コンビ

を揃えたホド口フスキーにとってははじめ

てのスター大作。だがプロデユーサーに鶴

首をちらつかされ‘満足慈眼題作りはでを

砿がったという。エキセントリック怠大溜藤

田本料調 /1990 年/イタリア、メキシコ /87 (クリストファー・リー)の遺産をめぐるそ

分i7:Jラー /16:9 の甥と友人である混樽のドタパタ劇。

須田剛一(ゲームデザイナー)

ホド口フスキーは伝説だ。東京に出てきた頃、単館映画館に自分の

居場所を求めていた。

わけもわからすこユーシネマを貧り、インディー映画を好んでいた頃、

風の噂で「工ル-トポ」の名を聞いた。

観す、に映画を語るな人、キング-オブ-力ルト!ご鬼才、ホド口フスキ一人

人かう聞く工ルトポ列伝には、どこか未知の強豪と呼ばれる

プロレスラーに似たロマンを感じた。しかし、工ル・トポに

出会うには簡単ではない。 1990 年代当時ホド口フスキー映画を観る手段

がほとんど無かった。 VHS でセル化されていることを知ると、土地土地

でレンタルビデオ屋を覗いては探す日々 。まるでホドロフスキーに恋したか

のような気分で、車を走うせた。そして遂に、溝の口で工ル-トポに出会った。

ビデオテ、ツキも興奮していた。だが、期待が大きければ大きいほど、失望に

変わることは珍しくはない。僕には伝説の前回日明 VS アンドレ-ザ-ジャイアン

トの免疫があったからこそ、 lむを落ち着け、冷静を装い、工ル-トポを体感した。

伝説は真実だ‘った。僕は本物の映画を知ってしまった。

初めてのホド口フスキー映画は『工ル-トポ J だった。大学に入ったばかりだったので 80 年代後半のこと。哲学科のクラスメイ卜が工ルトポ工ルトポ言っていて、

r ，3，-ん」という感じでのこのこ一緒に観に行ったら、得体の知れない不安で複雑なものが、喉に刺さった魚の小骨のようにいやな感じで刺さってしまった。

この不安で複雑芯ものをどうしたらいいのかと答を求めるように『ホーリー・マウンテン J を一人で劇場に観に行って、ある種気が済んだので少し遠ざかり、

次の出逢いは 2002 年、ロンドンの ICA で、上映後監督のトーク付きだった『サンタ・サングレ J になる。『サンタ・サングレ J には救いがあるので小骨はない。

神聖なものと禍々 しいものは紙一重だ。美しいものと醜悪なものは表裏一体だ。その時、監督が r (血が)ビューつビューっと

飛んで」と少年のように目を輝かせながらニコニコととても楽しそうに語っている様子に、それからは安心してファンになりました。

ホド、口フスキーが主演の息子と『サンタ・サングレ』のプロモーションで

来日した時、ある TV 情報番組に一緒に出演したことがあり、合間に

『砂の惑星/テ‘ユーン J の感想を聞くと、一瞬、聞をおいて、リンチはとても

いい監督だ、しかし、ブロテ、ユーサーがいけなかったね、と気配り上手な

答えが返ってきた。ところが、実際の反応はそんな上面なものでは

なかった!!!・. .ということが、「ホドロフスキーの WOUNE.U で、わかった。

歯に衣着せぬ、どころか牙を剥き砲惇するかのごとくで、声を上げて

笑ってしまった。正直この上ない。すばらしい! W工ル-トポ J がトンデモナイ

映画との噂は、学生時代に伝わってきていた。<メキシコ映画祭>で上映

された記憶(邦題『もぐら .n があるが観ていない。直後に季刊『フィルム J

がシナリオを掲載、それを読み、興奮、『もぐら Jを見逃したことを後悔した。

映画館での体験は、渋谷パンテオンのファンタスティック映画祭特別上映

の時であったような。脳髄破裂のシネマ・ハイ体験。

滝本誠(評論家)

浅野忠信(俳優)

まだ子供だった頃にうちの両親は我々 子供たちに見せないように夜遅くなってからビデオで怪しげな映画を見ていた。普段は堂々 とビデオで映画鑑賞する親

たちがコソコソすれば子供は気になるもので次の日にリビ、ングに置いであったその映画のパッケージをマジマジ見たのを覚えている。これはまだ俺には

早い映画なんだとパッケージを見て、見てはいけない物を見たようで何か恥す‘かしくなってコソコソしてしまった。

それから十年以上が過ぎてふとレコードショップに足を運び適当に CD をあさっていた時にとてつもなくカッコいいジ、ヤケットが自に飛び込んだ、 EI Tapa と

書かれた向こうに黒い馬に傘をさして乗る人、そしていわ-ゆるジ、ヤケ買いをした。俺は映画を全然見ないのでそれが何なのかは家で調べるまでわからなかった。

アレハンドロ-ホド、ロフスキーって人の映画のサントラなんだなとわかり早速 CD を聞きド、ンピシャ欲しかった感じだったので嬉しかった。そしてその勢いで

レンタルビデオ屋に行き工ルトポを借りた。映画もド、ンヒ。シャに好きな映画だ、ったので、そこからまたレコード屋に行き色々 調べてる時にサンタ-サングレを

見つけ驚いた!なんと両親があの時見ていたビデオのパッケージ、と同じだったのだ!やはり俺はあの人たちの子供なんだ芯と感心してしまった。監督の名前を

アレハンド口・ホドロフスキーと一度では読め芯かったのを覚えている。


